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～350g の Wistar 系雄性ラットを使用し，ウレタン（1.0g/kg, i.p.）による麻酔を行った。渋味刺激として
タンニン酸とアンモニウムミョウバン（0.3mM, 1mM, 3mM, 10mM, 30mM）を用いた。また，対照刺激と






い神経応答の記録を行った。記録手順は，始めに 10 秒間溶液の刺激を行い，刺激終了から 20 秒は何も
刺激を行わず，その後蒸留水を 10 秒間滴下し舌の洗浄を行った。洗浄後は次の刺激まで最低 1 分以上
時間を空け，その間も蒸留水による洗浄を行った。記録解析は積分応答として変換・記録し，刺激溶液













液刺激に応答が認められなかった（22 本中 4 本：約 18.2％）。このことから，比較的細い神経である C
線維の末端である自由神経終末上に存在する，侵害受容器のポリモーダル受容器が関与している可能性







ニン酸で約 0.15mM，舌神経アンモニウムミョウバンで約 0.12mM，鼓索神経タンニン酸で約 0.13mM，
鼓索神経アンモニウムミョウバンで約 0.04mM であり，鼓索神経アンモニウムミョウバンの閾値が最も
低かった。渋味溶液の鼓索神経応答で感受性，閾値の違いが認められたことから，渋味の種類・濃度に
よる感覚の違いは体性感覚より味覚の影響が強いと推測された。 
【結論】 
以上より，渋味は体性感覚と味覚の複合感覚であり，その感覚の濃度・物質による違い
は味覚の影響が大きく，そして渋味による体性感覚は冷刺激に応答を示す神経が関与して
おり，その神経終末に存在するポリモーダル受容器が渋味の受容に関与している，と考え
られる。  
  
  
 論文審査結果の要旨 
 
  
